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STEAMを内包する伝統的染織技術の教育教材としての可能性 
The potential of Traditional Dyeing and Weaving technology containing STEAM as Educational Material  

        加藤結理子*・下郡啓夫** 
一般社団法人千總文化研究所*・函館工業高等専門学校** 

伝統的染織技術の背景にある，人の創造性・探究性に焦点を当てた新しい STEAM 教育プログラ

ムについて実践報告をする。具体的には，①友禅染の色づくりのワークショップと職人との対

話，②手描き友禅，手捺染，インクジェットプリントの３つの染色技術における人の手しごと

と機械の技術の比較検証である。これらは，様々な学問分野を内包する染織技術の歴史と文化

的背景を，Visible Thinking ならびに知識構成型ジグソー法を用いて深く観察，分析を行った

上で実施された。 
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1. はじめに 

着物を中心とする日本の伝統的染織技術は，デザ

イン構想から完成まで数十もの工程があり，その多

くが手仕事による分業で行われている。その多様な

技術は，農学，化学，人文学をはじめとする様々な学

問分野を内包するだけでなく，より美しいもの，品質

の高いものをつくりだすために研ぎ澄まされた職人

の創造力と探求心が凝縮されている。 
一方，平成20年の中央教育審議会答申では「伝統

や文化に関する教育の充実」が，中学校家庭科の学習

指導要領（平成29年告示）でも「生活文化の継承・文

化」が掲げられている。これらは，社会変動に対応す

る上で日本の生活文化に関して，内容の一層の充実

が求めている。これは，少子高齢化，情報化等の急激

な進展により，生活文化の学びの機会を著しく減退

させていることに起因している。そのため，伝統文化，

生活文化に関する学習の充実は，喫緊の課題となっ

ている。 
 本研究は，京都で460余年に渡り染織品を手がけて

きた株式会社千總がもつ無形・有形の文化財を活用

したSTEAM教育プログラムの開発を目指すもので

ある。ここでは，染織技術を題材に設計した，２つの

ワークショップを取り上げ，報告する。 

2. 本 STEAM 教育プログラムの構成 

中島(2008)によれば，新しい，従来存在しなかった

仕組みを創り出す仕組みとしてのイノベーションは，

生成されたプロセスが環境とのインタラクションに

より生み出すことがあるが，それが成功した結果と

する。そして，この存在が機械的なイノベーション方

法論の存在を拒んでいると指摘する。すなわち，イノ

ベーションのプロセスとは，「新しいものごとが個人

の意識・生活や社会情勢とゆっくりインタラクショ

ンを起こし，それが時に新たな価値観や視座を社会

に生み出し，それを種として新たなものごとが発想

されるという社会的サイクル」(諏訪 2009)である。 
このインタラクションを実現させる主要因として，

本研究では知覚，すなわち「自分を取り巻く世界の情

報を、既存の知識と統合しながら解釈すること」（神

田 2020）があると考えている。 
 神田(2020)によれば，人間の知的生産には、知覚-
思考-実行の3つのプロセスがあるとする。すなわち，

眼前の情報を受容，解釈を施し（知覚），それに対し

て批判的思考やアブダクション等を通して，問題解

決や意思決定をしたうえで（思考），実際にコミュニ

ケーションやパフォーマンスに落とし込む（実行）プ

ロセスである。 
 本STEAM教育プログラムは，この知覚-思考-実行

の一連のプロセスに着目し，授業カリキュラムとし

て設計したものである（表1）。 
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表 1：実施 STEAM 教育プログラム 
 

 
 
 本STEAM教育プログラムの特徴として，ハーバー

ド大学教育大学院のProject Zeroが提唱する，思考の

可視化に着目した学習プログラムVisible Thinking
と，知識構成型ジグソー法により，知覚-思考のプロ

セスの開発を行っている（下郡・加藤 2022，一般社

団法人千總文化研究所 2021,2021,2022）。この知覚

-思考のプロセスの育成プログラム後，実行プロセス

として，①友禅染の色づくりのワークショップと職

人との対話，②手描き友禅，手捺染，インクジェット

プリントの３つの染色技術における人の手しごとと

機械の技術の比較検証の２つのワークショップを実

施した。本研究では，この本STEAM教育プログラムに

おける，実行のプロセスである２つの内容について

報告する。 

3. 実践１  

3.1. 対象者 
北海道A市にある高等専門学校の，令和3年度専攻

科1年24名（男子23名，女子1名）を対象に実施した。 

3.2. 手続き 
(1) 授業の実施時期 

2022年1月17日、2022年1月31日（全2回） 

(2) プログラムの内容 
伝統的染織技術の一つである手描き友禅の着物制

作において，「配色」と呼ばれる工程がある。着物の

デザインに用いる色を決める作業で，企画担当者が

色見本を貼った「配色伝票」を指示書として職人に渡

す。職人はそれらの色を，１色ずつ染料を混ぜ合わせ

て一から作成する。そこには色を見極める観察力と

多くの経験が必要となる。 
ワークショップ１回目では，職人が作成した３つ

の色見本をもとに，2～3名を１グループに，合計8グ
ループに分かれ，職人と同じ染料と生地，道具を用い，

見本と同じ色を作成することを試みた（写真1）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1：友友禅の色づくりのワークショップの道具 
 
ワークショップ２回目では，オンライン会議シス

テムTeamsにより，学生が作成した色に対する職人

からグループごとの講評とともに，学生から寄せら

れた疑問へのフィードバックを行った。 

4. 実践２  

4.1. 対象者 
北海道A市にある高等専門学校の，令和3年度専攻

科1年21名（男子20名，女子1名）を対象に実施した。 

4.2. 手続き 
(1) 授業の実施時期 

2022年1月24日（全1回） 
(2) プログラムの内容 
  手描き友禅，手捺染，インクジェットプリント（表

2）と呼ばれる３つの染色技術で，同じ模様と同じ色

を再現した染織品を製作した。 
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表 2：3 つの染色技術 

 
 

さらにそれぞれの技術に携わる職人に色の作り方，

考え方についてのインタビューを行い，記録動画を

作成した。 
 学生は，用いられた技術を開示しない状態で染織

品を観察し，記録動画を視聴した上で，それぞれの技

術の特徴を比較検証した。 
 

5. 結果と考察 

5.1. 色測定 
小型分光測色計 Spectro1TMおよびSpectoro1用ア

プリSpectro by Variable Appを用いて，染織職人が

作成した色見本と，学生が再現した色との比較検証

を行った。その結果とVisible Thinkingにおける考察

内容を比較すると，多角的多面的に考察ができてい

る学生およびその学生の所属するグループは，色の

再現度が高い傾向が見られた（写真2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２：Visible Thinking と色測定結果との比較 
 

5.2. 3つの染織技術の見分け 
 手描き友禅，手捺染，インクジェットプリントの３

つの染色技術の見分けについては，21名中19名がす

べての見分けに成功した（表3～5）。 
 

表 3：手描き友禅の見分けの結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4：手捺染の見分けの結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学生 解答 正誤 理由

) 手捺染 - ./友禅23/456789:;予想>??@
. 手捺染 - 線B均一EFG??@
3 手捺染 - 境界線B;JKLMNO染@上QRMJN?SE手捺染T;思G?

V 手捺染
-

金線B;JK細YZ染@RMJN?[線自体O^B_`FaKSS.bcE
`dYG?[

e 手捺染 - 消去法
i 手捺染 - 色B少>Tl乱MJanoO感q?[
r 手捺染 - 同q色EK3nt色OuRBFanoO見w?
x 手描L友禅 z 線B細N
{ 手捺染 - 一色Tl`GLt>JN??@
| 手捺染 - .}3;比�JSG�t;>JNJ大Ld特徴BdYG?
� 手捺染 - 色��BFG?�;�色B薄YG?�;

� 手捺染 -
柄B多少違onoO感q??@人S手OnGJ作RM?;考w?[
�SboB手描LT;��O�YG?SE消去法E�S答wON?G?[

� 手捺染 -
発色B明aZ2白G�N色;dGJNa�;YR456789:��5:O`出
�dN明aN色���� ¡¢5B`GLt;出JNa�;YR選択>?[

¥ 456789:��5: z
他S§��¨;比�J赤B明aYG??@2発色B良Zda456789:�
�5:;予想>?[

« 手捺染 -
説明動画E中間色`発色B難>Z²生地O色B乗tOZN;説明BFt²帯
¶·¸部分O他S.}3;比�J色S薄»/感q?YR

¼ 手捺染
-

.3/残t二¿S染織方法EFa;判断>??@2残G?)/手㮈染EFa;
判断>?[

Å 手捺染 - 様Çd形�色B用NRMJNa?@
Ê 手捺染 - 機械B染@?nod感qBFÍt無YG?YR
Ï 手捺染 - 消去法EFG?SE何;K言wdN

Ò 手捺染
-

.;3S§��¨S間S色S濃»BFa[色B一番細YZ塗RMJNa気B
�a?@[

× 手捺染 - 一¿一¿S色S塗t方O細Y»/感q?

学生 解答 正誤 理由

) 手描,友禅 / 色123456789金色1紐1<=>?12特徴5678B
C 手描,友禅 / 線5均一>太HIJ>K788L
M 手描,友禅 / 境界線5<P見RSTUVW8XYVW81I手描,友禅ZS思78B

\ 手描,友禅 /
]^_`abc5自然Z78B色S色1間2白W部分56X9線?j5kI
W8B

l 手描,友禅 / 凸凹YVW8
o 手描,友禅 / 線5pqpqYVW8B一番色5鮮tKI678B
u 手描,友禅 / 線5手I書W8<=2見w8
x 手捺染 { 色5重}~UVWR感35Y8
� 手描,友禅 / 手描,友禅I大切>金色5C1����I一番J7,XS分K788L
� 手描,友禅 / 細KW刺繍t手書,独特1線1��>�5見~U8

� 手描,友禅 /
���c��c�������c�2J>W手描,友禅Z�1�金装飾�SW=
工程56X�実際�生地1金1輝,5強K78K~¥

¦ 手描,友禅 / 下1白線1部分5揃7VW>K788L手描,1©S予想Y8B

¬ 手描,友禅 /
金箔®用WVWR°S5他1染色技術S異>R特徴I6788L9友禅染
I6RS考w8B

¶ 手描,友禅 /
金箔1<=>?15散X¸L~UV¹X9動画内IJ手描,友禅2¹WV
金5重要S解説HUVW88LB

¿ 手描,友禅 /
糸1束48W>?15生地表面2固定HUVW81I��c�������
c�J不可能ZS判断Y8K~

Ë 手描,友禅 /
輪郭1金色5他1?1S比Ï9J7,XYVW88L手描,友禅I6RS判
断Y8B

Ð 手描,友禅 / 白生地5Ñ�cZ788L手描,友禅ZS思78
Ò 手描,友禅 / 金5明~K2他1ÔÕS違788LB
× 手描,友禅 / 細KW5味5678

Ù 手描,友禅 /
色5鮮tK2>7VWRB色5滑~K>2塗~UVWR気5ÝR8L手書
,ÞP感38B

ß 手描,友禅 / 色1Õ>5X5滑~K2>7V¹X9一体感®感38
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表 5：手捺染の見分けの結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また，本教育プログラム実践後，対象学生に３つ

の技術の比較から、人間にしかできないことについ

て，自由記述による回答をユーザーローカルによる

テキストマイニングを行った（図1・図2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：人間しか表現できないことのワードクラウド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２：人間しか表現できないことの共起キーワード 

 これらのことから，対象学生の知覚力が，機械の精

緻な再現性に対し，人間の技術の中に，細やかな線や

色，状況対応能力，（職人の）個性などを見出してい

ることが分かった。 
 今後は，知覚-思考-実行の各プロセスの評価とその

相関について改めて分析・検証しながら，STEAM教

育プログラムの構築を進めていく。 
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学生 解答 正誤 理由

) *+,-./012+0 3 色5線7他9比;<=>?>9@<ABCDE感GH

I *+,-./012+0 3
線7細KLM色N境目7Q>?R9@<ABS
THM色7均一WX>HHYS

Z *+,-./012+0 3
*+,-./0Q裏面N染色Q気E@<A_ANW裏`見H9?Ebcd9
染T><_K>HNW*+,-./09予想@HS

g *+,-./012+0 3
hijklm+7不自然_qr同G色WKt><違和感7X>HS線Q細K
L書Kx<AHS

y *+,-./012+0 3 全<7同G色E{tH
| *+,-./012+0 3 色7均一WX>HS
} *+,-./012+0 3 色N発色_r7他9Q明�KE違D感G7@H
� *+,-./012+0 3 色7明BL単純E感GH

� *+,-./012+0 3
発色7良A@Mhijklm+7_Y�K�濃AM淡AN違A7XTR_A�
�>HHYS

� *+,-./012+0 3 色Nhijklm+7他CR�@>KR@<AB�9刺繍等ECB凹凸7_A

� *+,-./012+0 3
色�i7_L�線N乱x�_K>HK��X9Q�?xAE区切�xH余白
7X>HK��

� *+,-./012+0 3
色7均一�機械的_塗R方£_N9M動画W�D¦><HCDE下N白線部
分7直線E_><AHS

« *+,-./012+0 3
色7濃LM深A色­暗YN色WXB�9K�*+,-./0N特徴7顕著E出
<AB9考tHS

µ 手捺染 ¸ 消去法CR�根拠`見¦¾�x_K>HHY�

¿ *+,-./012+0 3
選択肢E*+,-./0@K残><A_AK¦�全体的E同色同士NÆ�7
_L均一E感GHK�

Ç *+,-./012+0 3
輪郭N角5曲線7一番?xAWX>HHYM*+,-./012+0WXB9
判断@HS

Ï *+,-./012+0 3 他二¦E比;色彩7豊K>�HHY
Ó *+,-./012+0 3 r��均一E染Y�x<<M機械的_印象`受¾HK�S
× *+,-./012+0 3 平面的�>H
Ù *+,-./012+0 3 色7L>?RMQ>?R9塗�x<AB気7ÚBHYM機械ÛL感GHS
Ü *+,-./012+0 3 色N違A7Q>?R9@<AH


